
 

 
 
 
 

 

 

 

 

任意団体「愛水ボランティア」 

 

第 15 回総会議案書 

 

 

 

 

 

         
 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

             

令和 4 年 5月  
   

 

 

 

 

 

 

 



１ 

第 1号議案  令和３年度事業活動報告並びに決算報告 

１． 令和３年度事業活動報告 

No. 区  分 内          容 

1 世話人会 
4 月 21 日（火）午後 2 時から世話人会を開催し、5 月 25 日で準備を進めた

令和３年度総会等を 7 月 20 日（予定）に延期することとした。 

2 PR 活動  
例年 5 月に開催の木曽三川公園（一宮市）とおいでん祭り（豊川市）にお

ける水道 PR 活動は参加中止とした。   

3  PR 活動 
毎年 5 月下旬に水道事務所等と行う水道週間前の水道 PR 活動は参加中止と

した。  

4 世話人会  

5 月 25 日（火）午後 2 時から名古屋市民活動推進センターにおいて世話人

会を開催しました。 

議題：総会及び講演会の 7 月 20 日（火）開催 、及び 総会議案等について 

5 環境整備活動  
 7 月 10～11 日に木祖村において予定した水源地における環境保全活動は

中止としました。 

6 総会と講演会 

第 14 回愛水ボランティア総会と講演会を開催しました。 

（参加者２７名） 

日時：令和 3 年 7 月 20 日（火）午後２時～ 

場所：名古屋市市民活動推進センター集会室 

内容：定例総会と講演会（水道計画課岩城健二朗課長補佐） 

7 世話人会  
7 月 20 日（火）総会終了後に同所にて世話人会を開催しました。 

議題：世話人役割分担及び秋期研修について 

8  世話人会 

9 月 28 日（火）午後 2 時からあいち国際交流団体交流室で世話人会を開催

しました。 

議題：秋期研修等について  

9 
清掃活動 

（西水班） 

11 月 16 日(土)に明治用水の呼び掛けで行われる矢作川の「川と海のクリ

ーン大作戦」は中止となりました。 

10 秋期研修会 

秋期研修会を開催しました（参加会員 29 名） 

日時：11 月 10 日（火）東岡崎駅前 9：45 集合～15:30 解散 

研修場所：明治用水頭首工耐震補強工事の現場及び八丁味噌の郷 

11 
防災訓練  

（尾張旭班） 

12 月 6 日(月)に尾張旭出張所と水道北部ブロック協議会が瀬戸広域調整池

にて実施した合同水道防災訓練に会員７名が参加しました。  

12 世話人会  

12 月 14 日(火)午後 2 時からあいち国際交流団体交流室で世話人会を開催

しました。 

議題：冬期研修等について   

13 事務局会議 

1 月 7 日(金)午後 2 時から名古屋市内にて事務局と愛水班との合同会議を

行いました。 

議題：冬期研修会等の実施について   
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No. 区  分 内          容 

14 事務局会議 

1 月 20 日(木)午後１時半から名古屋市内にて事務局と愛水班との２回目の

合同会議を行いました。 

議題：冬期研修会の感染対策について  

15 
清掃活動 

(愛水班) 

2 月 5 日（土）に予定していた佐布里水源の森での清掃活動は、新型コロ

ナの感染拡大により中止となりました。  

16 世話人会   

2 月 8 日(火)午後 2 時半からあいち国際交流団体交流室で世話人会を開催

しました。 

議題：冬期研修の実施について 、新規会員募集等について 

17 冬期研修会 

2 月 15 日（火）14 時から冬期研修会オンライン講演の録画収録を世話人立

ち合いの下で実施しました。 

演題：「７０歳からの生活設計」 

講師：内山龍三 様 

(愛知県金融広報委員会 金融広報アドバイザー) 

18 
啓発活動 

(愛水班） 

 2 月 26 日（土）に佐布里池梅まつりに協賛して愛水事務所が主催する水

道啓発活動に協力・参加する予定でしたが、新型コロナの感染急拡大によ

るイベントの縮小に伴い取り止めとなりました。 

19 冬期研修会 
3 月 1 日（火）から会員限定の冬期研修会オンライン講演の録画配信を開

始しました。  

20 事務局会議 
3 月 15 日(火)午前 10 時から名古屋市内にて事務局会議を行いました。 

議題：第 15 回総会の議案書について 
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２．令和３年度決算報告 
１）収入の部                            （単位：円） 

項 目 
予算額 

Ａ 

決算額 

Ｂ 

対予算比 

Ｂ/Ａ 
備 考 

本事業の事業収入 １７６,０００ １７６,０００ １００．０％ 
会費2,000円×82人 

入会3,000円×4人 

 

備品購入負担金 ８,０００ ６,５００ ８１．３％ 
帽子・安全ベスト・ヘル

メット等 ５人 

活動参加費 ６０,０００ ２９,０００ ４８．３％ 
秋研修 1,000 円×29 人 

環境保全活動中止 

前年度繰越金 

７４,２１３ 

 

７４,２１３ 

 

１００．０％ 

 

その他 

 １,７８７ 

 

６,０００ 

 

３３５．８％ 

寄付（過年度会費未納

分） 

 

収入合計 ３２０,０００ 

 

２９１,７１３ 

 

９1．２％ 

 

 

  ２）支出の部                                    （単位：円） 

注）収支差金 ６３，９４３円は翌年度に繰越。 

 

３．監査報告 
  任意団体愛水ボランティアの令和３年度収支決算について、証票ならびに関係書類を精

査したところ、適正に処理されていることを確認しました。  

 

令和４年４月１９日 

           監査員       近藤博信 

 

 

 

 

 

 

項 目 
予算額 

Ａ 

決算額 

Ｂ 

対予算比 

Ｂ/Ａ 
備 考 

（１）水道啓発活動費 ８,０００ ０ ０％ コロナ禍のため活動中止 

（２）災害支援活動費 ７,０００ ０   ０％ コロナ禍のため活動中止 

（３）研修活動費 ２００,０００ １２２，４８６ ６１．２％ 秋期研修会、冬期研修会配信 

（４）会議費 ２０,０００ ２９，２７６ １４６．４％ 総会、世話人会 

（５）備品購入費 ４７,０００ ３５，０２４ ７４．５％ ヘルメット等購入 

（６）通信費 １４,０００ １６，１８４ １１５．６％ 切手代、葉書き代、封筒代等 

（７）保険料 ２２,０００ ２２，０００ １００％ ボランティア保険 

（８）事務費 １,０００ ２，８００ ２８０％  

（９）予備費 １,０００ ０ ０％  

支出合計 ３２０，０００ ２２７，７７０ ７１．２％  

㊞ 
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第２号議案  令和４年度事業活動計画並びに予算 

 

１.事業活動計画 
１） 総会・講演会の開催 

開催日：令和４年５月２４日（火） 

     場 所：名古屋市市民活動推進センター集会室 

（ナディアパーク デザインセンタービル６Ｆ） 

    議 題：1)令和３年度事業活動並びに決算報告 

      2)令和４年度事業活動計画並びに予算 

      3)役員の改選 

            4)その他 

    

２）大規模地震時における水道実務経験者協力制度等に基づく活動 

（参加予定会員数延３０名） 

① 企業庁全体防災訓練 

 実施日：９月初旬予定 

 場 所：未定 

② 水道事務所主催防災訓練 

      実施日：９月を中心に実施見込み 

 

３）啓発活動（参加予定会員数  名） 

 

①  水道週間における企業庁のＰＲ活動の支援（県企業庁、愛知水と緑の公社との協働） 

実施日：５月～ 

班  名 日    時 活 動 場 所 

尾張旭班 ５月  日（ ） 未定 

愛水班 ５月  日（ ）午後４ 時～ 

５月  日（ ）午後４ 時～ 

名鉄太田川駅前及び 

駅前広場 

尾水班 ５月  日（ ）  

西水班 ５月  日（ ）午前１０時～ イトーヨーカドー安城

店 

東水班 ５月  日（ ）午前８時～  豊橋駅東口 

 

②  ５月３日（祝）「一宮リバーサイドフェスティバル」で企業庁と協働で啓発活動：尾

水班  

③  ５月２８日(土)～２９日(日）、豊川「おいでん祭」で企業庁と協働 で啓発活動：東

水班 

④ 令和５年２月(予定)、水の生活館において企業庁と協働で啓発活動：愛水班 

 

４）環境保全事業 

①  水源地における環境整備事業（参加予定会員数 7名） 

実施日：７月上旬 

場 所：長野県木曽郡木祖村 

活動内容：こだまの森除草作業等 

 

② 清掃活動等各種イベント参加 

1) クリーンアップ大作戦 

        実施日：未定 

        場所：明治用水、愛知池 

今年度は中止 

今年度は参加中止 

今年度は中止 
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2) 浄水場等清掃活動 

        実施日：未定  

        場所：水源の森（知多浄水場） 

3) 河川愛護活動参加 

        実施日：未定 

        場所：未定 

５)  その他の事業活動 

① 秋期研修会（参加予定会員数３０名） 

        開催時期：１１月中旬を予定 

        開催場所：未定  

② 冬期研修会（参加予定会員数４０名） 

開催時期：２月中旬を予定 

        開催場所：未定  

③ その他 

・世話人会を随時開催 

・ボランティア保険への加入 

 

２．令和４年度予算 

１）収入の部                            （単位：円） 

項 目 予算額 前年度決算額 備 考 

本事業の事業収入 

 

１７４，０００ １７６，０００ 

会費 2,000 円×81 人 

入会 3,000 円×4人 

備品購入負担金 

 

６，５００ 

 

６，５００ 

帽子・安全ベスト・ヘルメット等 

1,300 円×5 人 

活動参加費 

 

１３０，０００ ２９，０００ 

環境保全活動 10,000 円×7人 

秋期研修会 2,000 円×30 人 

前年度繰越金 ６３，９４３ ７４，２１３  

その他 １，５５７ ６，０００ 利息等 

収入合計 ３７６，０００ ２９１，７１３  

 

２）支出の部                               （単位：円） 

項 目 予算額 前年度決算額 備 考 

（１）水道啓発活動費 ３，０００ ０ お茶等補助 500 円×6人 

（２）災害支援活動費 

 

７，０００ ０ 

交通費 2000 円×2台 

お茶等補助 500 円×6人 

（３）研修等活動費 ２９８，０００ １２２，４８６ 

環境保全活動 114,000 円 

（1泊 2食 7人 70,000 円、土産代

4,000 円、車代 40,000 円） 

秋期研修会  174,000 円 

（バス代等 110,000 円、土産代

4,000 円､昼食代 60,000 円） 

冬期研修会  10,000 円 

（４）会議費 ２２，０００ ２９，２７６ 総会 8,000 円 世話人会 14,000 円 

（５）備品購入費 ４，０００ ３５，０２４ ヘルメット等購入 

（６）通信費 １７，０００ １６，１８４ 切手、はがき、封筒等 

(７) 保険料 ２３，０００ ２２，０００ ボランティア保険 

（８）事務費 １，０００ ２，８００  

（９）予備費 １，０００ ０  

支出合計 ３７６，０００ ２２７，７７０  

  予算執行残が生じた場合は、4万円を限度に備品購入費に流用できるものとする。 
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第 3号議案 役員の改選 

1）世話人について 
世話人 谷山健二、亀山正広 が退任し、新たに都築隆之、小瀬村昌治が就任します。 

 

【令和４年度役員名簿】 

役名 氏  名 電話番号 携帯電話番号 担当班 備考 

世話人代表 田口 晶一 0562-46-0967 090-8553-2912 総括  

世話人 杉浦 誠治 052-703-7048 090-6092-6205 尾張旭班  

世話人 西脇 幹人 0561-72-1596 090-6579-4636 尾張旭班  

世話人 鈴木 幹治 052-702-7606 090-6644-1075 尾張旭班  

世話人 寺田 壽 052-841-9009 090-1471-3462 愛水班  

世話人 種村 充誉広 052-652-6408 090-6579-8189 愛水班  

世話人 白井 芳明 0567-65-4453 090-9195-0333 尾水班  

世話人 原田 宏 0587-59-7347 090-8542-6840 尾水班  

世話人 小瀬村 昌治 0568-62-4620 090-5878-1230 尾水班 新任 

世話人 伊奈 克芳 0564-43-2941 090-1284-3249 西水班  

世話人 土井 康夫 0565-58-1108 090-7022-8425 西水班  

世話人 近藤 修 0564-55-3631 090-7308-2416 西水班  

世話人 津田 健司 0564-63-1325 090-9901-4164 東水班  

世話人 坂部 逸夫 0563-52-4357 090-3459-3196 東水班  

世話人 都築 隆之 0564-58-0971 090-4798-4556 東水班 新任 

 

２）令和４年度体制について 
   本総会以降、世話人代表 田口晶一、会計 津田健司、監査員 近藤博信、事務局 杉浦誠治、 

西脇幹人 が担当します。 

 

その他 

 

１．連絡体制と会員名簿 
 

１）連絡体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員数    （16 名）   （16 名）     （19 名）      （17 名）    （17 名） 

                                 合計 （85 名） 

 

 

任意団体 愛水ボランティア 
     (世話人会) 

尾
張
旭
出
張
所
班

愛
水
事
務
所
班 

西
水
事
務
所
班 

尾
水
事
務
所
班 

東
水
事
務
所
班 
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２）会員名簿 

 令和４年度愛水ボランティア会員名簿           

   令和４年５月２4 日現在の会員総数 85 名 （新規会員は丸囲い数字、世話人は太字で表示） 

 尾張旭（出）班 愛水事務所班 尾水事務所班 西水事務所班 東水事務所班 

 NO 氏  名 NO 氏  名 NO 氏  名 NO 氏  名 NO 氏  名 

 1 松永 房義 1 堀端 繁春 1 大西 進 1 黒田 節男 1 油井 照夫 

 2 森   好雄 2 加古 慶治 2 服部 保夫 2 畔柳 良一 2 飯窪 正純 

 3 加藤 浩昭 3 山路 勝彦 3 鶴見 俊彦 3 松井 繁明 3 東  賀康 

 4 益田 哲彦 4 三輪 彰一 4 脇田 惇一 4 鈴木 清美 4 中野 勲 

 5 河村 民夫 5 舩木 堅太郎 5 中野 秀秋 5 中山 博人 5 金子 實 

 6 野田 静市 6 山田 良一 6 杉浦 美昭 6 近藤 博英 6 石原  勝行 

 7 伊藤 和義 7 工藤 通子 7 川崎 宗雄 7 前島 基樹 7 野口 定雄 

 8 今津  孝 8 森本 尚也 8 伊神 英治 8 櫻井 勝 8 岩田 好夫 

 9 森島 信雄 9 田口 晶一 9 松永 修一 9 土井 政明 9 齋竹 龍雄 

 10 若原 利行 10 八木 裕嗣 10 杉本  幸誠 10 尾崎 良一 10 阿部 孝徳 

 11 倉田 弘志 11 森  文利 11 八代 一延 11 杉浦  康夫 11 小川  守 

 12 杉浦 誠治 12 吉野  健 12 亀山 正広 12 近藤  博信 12 谷山 健二 

 13 西脇 幹人 13 寺田 壽 13 原田 宏 13 岩倉 伸祥 13 岡野 清彦 

 14 鈴木 幹治 14 種村充誉広 14 白井 芳明 14 伊奈 克芳 14 河邉 廣明 

 15 森井 秀幸 15 児玉 正三 15 平松 尚司 15 古沢 猛 15 津田 健司 

 ⑯ 西  哲哉 ⑯ 宇野 和峰 16 小瀬村昌治 16 土井 康夫 16 坂部 逸夫 

       17 吉村 宗俊 17 近藤 修 17 都築 隆之 

         ⑱ 長谷川勝正         

       ⑲ 大藤 毅        

           

        総  計   

           85 名 

 

２ 最近の活動状況 
  ４月１９日（火）  世話人会（総会開催について） 
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３ その他 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

任意団体「愛水ボランティア」設置規約 

（名 称） 

   第１条 本会は、任意団体「愛水ボランティア」と称する。 

（目 的） 

   第２条 本会は、愛知県企業庁の所管する「大規模地震時における水道実務経験者協力制度」（以下

「協力制度」という。）の効果的な運用を図るとともに水源環境の保全、水道についての啓発など

安全で安定した水道用水及び工業用水の供給に寄与することを目的とする。 

（会 員） 

   第３条 本会は、原則として愛知県企業庁の水道用水供給事業ならびに工業用水道事業に携わった

退職者のうち、本会の目的に賛同した者をもって構成する 

２ 本会への入退会については、世話人会の審議を経て決定する。 

（役 員） 

   第４条 本会を運営するため、代表１名、世話人１５名程度を置くこととし、会員により世話人を

選出し、世話人の互選により代表者を決定する。 

     ２ 代表者は本会の運営を総括する。 

     ３ 世話人は、代表を補助し、本会の運営上必要な事項について審議する。 

（会 議） 

   第５条 本会の運営状況の確認、会員相互の連携強化、情報交換等を図るため、年１回総会を開催 

    する。 

     ２ 本会の運営上必要な事項について審議するため、必要の都度世話人会を開催する。 

（業 務） 

   第６条 本会の目的を遂行するため、主体的活動として次の業務を行う。 

    ① 協力制度に基づく地震防災対策の支援 

    ② 環境保全事業 

    ③ 水道についての啓発活動 

    ④ その他水道事業の発展に資する各種支援事業 

（報酬等） 

   第７条 本会設置の趣旨に鑑み、活動に対する報酬は原則無償とする。 

（会 計） 

   第８条 本会運営上必要となる経費については、会費、寄付金等をもって充てる。 

     ２ 会費は、１人につき年額２，０００円とする。 

     ３ 会計年度は、４月１日から翌年３月３１日までとする。 

（その他） 

   第９条 本会の事務局は、代表者宅とする。 

附則 

      １、この規約は、平成１９年１２月１日から施行する。 

    ２、この規約は、平成２０年４月１日から施行する。 

３、この規約は、平成２４年５月１５日から施行する。 


